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平
成
29
年
度
４
月
か
ら
12
月
の
栗
東
市
の

家
庭
ご
み
の
排
出
量
は
、
９
４
０
９
ト
ン
。

一
人
あ
た
り
１
３
７
㎏
で
す
。
家
庭
の
ご

み
は
、
ま
ず
は
自
治
会
の
集
積
場
に
出
さ

れ
ま
す
。

　

約
20
年
間
、
毎
回
、
ご
み
の
日
に
地
元
の

集
積
場
で
分
別
を
見
守
り
続
け
て
い
る
の

が
、
原
田
美
穂
子
さ
ん
。
平
成
10
年
、
栗
東

市
生
活
環
境
保
全
推
進
員
に
な
っ
た
の
を
機

に
、
環
境
保
全
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

毎
回
、
ご
み
の
日
に
は
、
朝
７
時
か
ら
８

時
ま
で
、
小
野
に
あ
る
集
積
場
を
自
転
車
で

何
回
も
往
復
し
な
が
ら
見
回
る
の
が
原
田
さ

ん
の
日
課
で
す
。

　
「
ご
み
当
番
は
あ
り
ま
す
が
、
小
さ
な
子

ど
も
さ
ん
の
い
る
家
庭
や
高
齢
者
の
皆
さ
ん

な
ど
は
当
番
が
大
変
な
こ
と
も
あ
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
私
が
で

き
る
限
り
の
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
可
燃
ご

み
の
日
は
名
前
が
き
ち
ん
と
書
い
て
あ
る

か
、
び
ん
の
日
は
分
別
が
で
き
て
い
る
か
な

ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
雨
や
雪
の
日

も
か
っ
ぱ
を
着
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
」

と
語
る
原
田
さ
ん
。

　

地
道
な
活
動
が
地
域
の
ご
み
の
分
別
徹
底

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
６
日
は
、
年
明
け
最
初
と
な
る
、
び

ん
の
日
。
集
積
所
で
、ご
み
当
番
と
と
も
に
、

無
色
透
明
、
茶
、
黒
、
青
・
緑
の
４
種
類
の

コ
ン
テ
ナ
に
分
類
が
で
き
て
い
る
か
を
見
守

る
原
田
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

①自転車で集積場を往復する原田さん。荷台にはガムテープやペンチを常備②びんにキャップが残っていれば、ペンチでキャップ
を取り、分別します③分別の徹底により、きれいに分類されたびん④活動中、地域の皆さんとの交流のひととき

集
積
場
を
見
守
る
こ
と
20
年

集
積
場
で
み
ん
な
で
分
別
確
認

分別の徹底ができれば
より環境にやさしいまちにつながる。

　

ご
み
は
正
し
く
分
別
す
れ
ば
、
資
源
と
し
て
活
用
で
き
る
割
合
が
高
ま
り
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
や
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
月
は
、
ご
み
の
分
別
を
考
え
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ご
み
の
分
別
、
き
ち
ん
と
で
き

て
い
ま
す
か
。

４ ３ ２ １

徹
底
！
ご
み
の
分
別

原田 美穂子さん
（小野）

栗東市生活環境保全推進会議会長
栗東市ごみ減量リサイクル推進会議会長
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環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
に

新年を美しいまちで迎えよう！「年末ごみ拾い」
　

12
月
16
日
、「
年
末
ご
み
拾
い
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
新
年

を
美
し
い
ま
ち
で
迎
え
よ
う
と
、

平
成
21
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
恒
例
行
事
。
今
回
は
、
栗
東

中
学
校
か
ら
Ｊ
Ｒ
手
原
駅
周
辺
、

Ｊ
Ｒ
栗
東
駅
周
辺
の
２
か
所
が
清

掃
場
所
と
な
り
ま
し
た
。

　

手
原
駅
周
辺
で
は
74
人
、
栗
東

駅
周
辺
で
は
83
人
が
参
加
し
、
合

計
約
１
５
０
㎏
の
ご
み
を
回
収
。

家
族
で
の
参
加
も
多
く
、
市
民
皆

さ
ん
の
力
で
ま
ち
が
美
し
く
な
り

ま
し
た
。

約 150 ㎏を回収

　
「
キ
ャ
ッ
プ
が
つ
い
て
い
る
も
の
は
、
ペ
ン

チ
で
は
ず
し
ま
す
。
び
ん
の
色
が
分
か
り
に

く
い
も
の
は
、
穴
か
ら
の
ぞ
い
て
底
の
色
を

見
る
と
分
か
り
や
す
い
で
す
。
び
ん
は
倒
し

て
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
も
ら
い
ま
す
。
倒
す

と
た
く
さ
ん
入
る
し
、
雨
も
入
ら
な
い
の
で
」

と
原
田
さ
ん
。

　

ご
み
を
出
し
に
来
た
人
は
、
原
田
さ
ん
ら

と
確
認
し
な
が
ら
、
び
ん
を
正
し
く
分
別
し
、

コ
ン
テ
ナ
に
は
分
別
が
徹
底
さ
れ
た
び
ん
が

並
び
ま
し
た
。

　
「
分
類
の
コ
ン
テ
ナ
も
原
田
さ
ん
が
出
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
朝
５
時
に
来
て
も
出
て

い
ま
す
。
な
か
な
か
こ
れ
だ
け
の
活
動
を
で

き
る
人
は
お
ら
ず
、
当
番
日
誌
に
も
原
田
さ

ん
へ
の
感
謝
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
導
し

て
く
だ
さ
る
人
が
い
る
こ
と
で
、
正
し
い
分

別
に
対
す
る
住
民
の
意
識
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
」
と
語
る
住
民
の
一
人
。

　
「
ご
み
が
落
ち
て
い
た
ら
気
に
な
り
、拾
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、『
ご
み

の
お
ば
ち
ゃ
ん
』
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
小

野
の
よ
う
な
分
別
の
徹
底
が
ど
の
地
域
で
も

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
も

い
っ
そ
う
高
ま
り
、
よ
り
環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」
と
続
け
る
原
田
さ
ん
。

　

20
年
に
も
及
ぶ
活
動
が
、
美
し
い
ま
ち
を

支
え
て
い
ま
す
。

集積場でびんの色を確認しながら分別の徹底
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平成 28 年度のまちのごみ資源化率は 22.1％
　

平
成
28
年
度
、
環
境
セ
ン
タ
ー

に
搬
入
さ
れ
た
ご
み
の
合
計
は

１
万
９
０
６
１
ト
ン
、
う
ち
、
資
源

化
さ
れ
た
の
は
４
２
１
７
ト
ン
で
、

22
・
１
％
が
資
源
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
、
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
。

ま
た
、
可
燃
ご
み
は
焼
却
さ
れ
、
そ

の
一
部
は
ス
ラ
グ
（
焼
却
灰
を
さ
ら

に
溶
か
し
て
残
っ
た
固
形
物
）
と
な

っ
て
建
設
用
資
材
な
ど
に
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
、
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ごみ処理の現状を
実際に見て聞いて
地域で行動に移そう。

　

集
積
場
の
ご
み
は
、
六
地
蔵
に
あ
る

環
境
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
、
処
理
さ
れ

ま
す
。
平
成
15
年
に
開
所
し
た
環
境
セ

ン
タ
ー
は
、多
種
多
様
な
ご
み
を
安
全
・

衛
生
的
に
処
理
す
る
施
設
。「
地
球
環

境
」
と
「
ご
み
は
資
源
」
を
基
本
テ
ー

マ
に
「
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

で
は
、
集
ま
っ
た
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル

し
、
再
資
源
化
。
ま
た
、
施
設
の
外
壁

タ
イ
ル
は
、
市
内
で
分
別
収
集
さ
れ
た

び
ん
類
を
利
用
し
た
材
料
を
使
用
。
ご

み
の
焼
却
熱
で
蒸
気
を
作
り
冷
暖
房
や

給
湯
の
熱
源
に
も
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
13
日
、
大
宝
学
区
地
域
振
興
協

議
会
環
境
交
通
安
全
部
会
の
皆
さ
ん
が

「
ご
み
処
理
の
現
状
を
実
際
に
見
て
、

聞
い
て
、
行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
た

ら
」
と
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
「
ご
み
を
手
で
選
別
さ
れ
て
い
る
の
に

驚
き
ま
し
た
。
分
別
へ
の
意
識
が
高
ま
り

ま
し
た
」「
破
砕
ご
み
の
中
に
ス
プ
レ
ー

缶
が
入
っ
て
い
た
り
、
可
燃
ご
み
に
包
丁

が
入
っ
て
い
た
り
、
手
作
業
が
多
い
か
ら

こ
そ
、
分
別
間
違
い
は
と
て
も
危
険
だ
と

感
じ
ま
し
た
」
と
皆
さ
ん
。「
み
ん
な
生

活
環
境
保
全
推
進
員
で
す
の
で
、
学
ん
だ

こ
と
を
地
域
に
広
め
て
い
き
た
い
で
す
」

と
も
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

家
庭
だ
け
で
な
く
、
地
域
で
正
し
い

分
別
を
広
げ
て
い
こ
う
と
す
る
取
組
み

が
進
ん
で
い
ま
す
。　

①一般家庭から出
た、その他プラ
スチックを収集

②環境センターへ

③手選別ライン
で、容器包装の
プラスチックと
それ以外のプラ
スチックに選別

④選別された容器
包装のプラスチ
ックは、まとめ
て梱包して保管
し、リサイクル
業者へ

⑤リサイクル業
者 に よ り 原 料
化され、リサイ
ク ル 商 品 や プ
ラ ス チ ッ ク 製
パレットに

～その他プラスチックの容器包装プラ
スチックがリサイクルされるまで～

ごみは資源

環境センターには開所当時の小
学５年生がタイルに描いた環境
メッセージが掲げられています。

大
宝
学
区
環
境
交
通
安
全
部
会
が

環
境
セ
ン
タ
ー
を
見
学

収集されたごみが処理される過程を詳しく学習

正しい分別で
リサイクルを推進
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　分別
間違いの
多いごみ

■陶器類はびんではなく、破砕ごみ
割れている場合は、新聞紙などに包んで「ワレモノ」と表示して
ください ( お酒などの容器に、びんではなく、陶器類を使用して
いる製品があります）。

■パッカー車、環境センターでの爆発事故を防ぐため、厳守してください
写真は破砕ごみからでたライター、ガスボンベです。
・ボンベは販売店に返しましょう。
・ライターはガスを使い切ったあと、金属の日に黄色コンテナに。
・スプレー缶、カセットボンベ缶は必ず使いきり、火気のない屋外で穴

をあけ、スプレー缶専用箱へ入れましょう。

■その他プラスチックに混入しないで
写真はその他プラスチックに混入していたものです。
・スライサー（おろし器）、T 字かみそり、はさみは破砕ごみに。
・ライター、スプレー類は中身を使い切って穴を開け、金属ごみに。
・乾電池は、古紙・古着・乾電池の日に、黄色コンテナに絶縁して入れて

ください。

■医療廃棄物は指定のごみに
写真はその他プラスチックに混入していた医療廃棄物です。
・注射針や注射器はかかりつけの医療機関・回収薬局に引き取っても

らいましょう。
・紙おむつ（汚物は取り除くこと）、人工肛門バッグなど、ガーゼ・

脱脂綿類、薬、使い捨て浣腸容器は可燃ごみに。

■その他プラスチックは汚れを取り除いて
・その他プラスチックは水ですすぐなど、汚れを取り除いてください。
・汚れの落ちないものは、可燃ごみとして出してください。

■コイン型電池を収集します
　コイン型電池は、これまで収集不可でしたが、型番が CR、BR からはじまるものは、古紙・古着・
乾電池の収集日（ごみカレンダー黄色の日／月１回）に、発火を避けるため、乾電池回収箱（黄色コン
テナ）に一つずつセロハンテープでくるんで絶縁して入れてください。
※コイン型電池…ボタン電池に比べて薄く、CR、BR という型番が入っています。

車のキーレスエントリー、腕時計、炊飯器などで使用されています。
※型番が LR、SR、PR からはじまるボタン電池は、これまでどおり回収協力店に

設置されたボタン電池回収缶に絶縁して入れてください。

　ごみは、リサイクルの際、汚れがないか、分類がまちがっていないか、２
重袋になっていないか、など品質評価（ランク付け）を受けています。
　一人ひとりがルールを守ることが、リサイクル率の向上や事故の防止につ
ながります。正しくごみを分別し、環境にやさしいまちを育んでいきましょう。

問環境政策課 生活環境係　☎ 551-0341　 FAX 554-1123
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